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1.　既往研究の整理と研究の位置づけ

　日本の近世都市は領国における政治経済の中心機能を担った城下町のほかに門前町・

港町・宿場町・在郷町・市町などといった在方の都市より構成される。前者について

は小野均の城下町論 1)、後者については豊田武 2) による諸類型に捉えられて以来、多く

の研究蓄積がある。しかし、門前町・港町・宿場町でも市が立ち、門前町・港町にも

宿があり、在方の都市的な場の機能は多様で複合的である。従来、これらは別々の研

究文脈において扱われてきたために、在町・在郷町という 2つの用語が生じたり、現

象面を捉えて宿場町・港町・門前町といった機能や立地条件から用語が付与されてき

たりした。

　近年、これらを一括して在方町として捉える概念が提示されている 3)。今まで用いら

れてきた門前町・港町・宿場町といった名称で呼ばれる在方の都市を、近世都市の一

類型として把握して、総合的に空間と社会を捉えるという視点である。

　この在方町のうち、門前町・港町はそれぞれ元来ある寺社や港といった核となる施

設やその立地に依り形成され、在方町のなかでは特異な存在である。門前町に関して

は伊藤裕久氏 4）、港町に関しては宮本雅明氏 5）により研究が進められ、都市の空間と

社会の実態が明らかになりつつある。

　しかし、それ以外の内陸における街道沿いに計画的に配置された宿場町や定期市が

開かれると考えられている市町に関しては必ずしも明らかでない。

　宿場町については、交通史学の観点から、陸上交通体系の中心である宿駅・伝馬制・

助郷制に関する研究が主体に行われており、主に宿駅機能に分析の力点がおかれ、空間・

社会的な観点からの研究は少なかったが、1980 年代における自治体史の発刊が進めら

れる中で個別の宿場研究も行われるようになり、これらの観点からの研究が進めらつ

つある。

　社会的側面から、町の社会構造に着目した渡辺浩一氏 6) は個別の町が役負担の組織

であり、窮民救済や祭礼運営といった共同組織も果たしたという実態を示し、深井甚
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三氏 7) は社会的結合と地縁的結合組織との関係を項目毎に分析している。

　空間的側面から、土田良一 8) は宿駅機能における運送機能である伝馬役という街道

を支える交通夫役の存在形態とその編成、変遷過程とその配置及び特権商業の関係に

ついて東国城下町において事例研究を行っている。建築史学からは、数々の伝統的建

造物群保存調査が行われているが、個別研究に終始している。

　このように、宿場町は宿駅機能に特化した町だと考えられ、主に宿駅機能に関する

研究が進められてきた。近年では社会構造に着目した研究もあるが、分析の力点は主

に宿駅機能に置かれているため、宿場町における商業機能等の視点が少なく、都市の

空間・社会の実態については判然としていない。

　一方、定期市が開かれると考えられていることから特に商業機能に注目して捉えら

れる市町に関しては、空間・社会の観点から近年特に研究が進んでる。

　社会的側面から、杉森玲子氏 9) は商業や流通の担い手である商人に着目し、商人が

それぞれの立場からよってたつところの売場のあり方や在地社会における都市的要素

からその性格について検討し、売場や市場の本源的形態についての検討を行い、市に

おける売場の形態や市の立てられる在方町の空間構造、売買に関わる者の性格など商

業や流通を構成する諸要素について検討している。そのなかで商品を路上で交換する

「市」における売買、常設店舗たる表店を構える見世売りの集合である「町」における

売買、商人を泊める「宿」における売買、という 3つの売買の形態について明らかに

した。これは商業機能の 3つの売買の形態をそれぞれが行われた場と関連づけて検討

しており、商業機能を考える上で重要な視点を提示している。

　空間的側面から、伊藤裕久氏 10) は会津の在方市町を題材として、市立てと市立てに

適応した町割・屋敷地割の関係を近世市町の形成過程を分析するなかで明らかとし、

市町における町家の形成とその展開を示した。市町の町家に関しては、宮本雅明氏 11)

は市立てが都市空間に与える影響を会津城下町を題材とし、城下町の空間構造と町家

の形成過程について、店舗部分が後に付加されたとみられる特徴的な町家の成立経緯

を市場商業と関連付けた。続いて大場修氏 12) は会津の旧永野村を素材として農家から

店機能を備えた町家の形成過程を、19世紀前期は常設店舗の成立期とし、19世紀中

期は常設店舗の定着期とし、さらにそれ以降はさらなる商業機能の活発化に伴う店舗

機能の拡張期と位置づけた。

　しかし、これらの研究は商業機能の分析に終始しており、宿駅がある町においても

その宿駅機能については触れていない。また、杉森氏が指摘する商業機能のなかの「市」
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と「町」の関係については論じているが、「宿」との関係については判然としない。さ

らに市立てが遅くまで残った東国を題材とした事例が多く、市立てが早くに衰退した

とされる西国についての事例はほとんどみられない。

　西国の市町に関しては、1960 年代に歴史地理学の観点から小林健太郎 13) による周

防国・長門国（以下防長）の研究がある。小林は史料が豊富に残る防長において、中

世における市場の存在を指摘し、「市」が語尾に付く多くの小名の存在から、中世末か

ら近世初頭にはかなり広範に流通活動の結節点として多くの市町が成立したとし、こ

れによって防長両国には市町が多く存在したと考えられてきた。近年でも小林の解釈

を受けて、藤田裕嗣らによる研究があるが 14)、これらの研究は空間と社会の関係から

論じておらず、その形態は判然としない。

　このように市町とは商業機能に特化していると捉えられ、その宿駅機能に関しては

論じられてこなかった。防長両国における市町のように、文献史料にみえる「市」が

付く多くの小名（字）の存在から、市町は漫然と定期市が開かれる商業機能に特化し

た町であると認識されているものの、その実態は定かではない。小林が取り上げた防

長の市町は慶長期 49ヵ所、寛永期 40ヵ所あり 15)、さらに近世後期に編纂された史料

に62ヵ所記される 16)。これらの中には、街道沿いに立地する市町も存在することから、

宿泊機能や運送機能を担った宿駅機能に特化した市町も存在したと考えられ、また定

期市が開かれることから商業機能に特化した市町も存在したと考えられ、これらの両

方が備わった市町もあると考えられる。

　よって本研究は、史料が豊富に残る西国に位置する防長の市町において、空間と社

会の形態を空間・建築・機能の分析を通して明らかにすることを目的とし、この目的

に照らして、佐々並市・明木市・鹿野市を題材として、空間構成と機能との関係、建

築構成と機能との関係及び杉森氏が指摘した市町における商業機能の 3つの形態であ

る「市」「町」「宿」との関係について分析を行い、近世在方町の空間と社会の形態の

一端を解明する一助としたい。

2.　論文の方法・論文の構成・史料紹介

　以上の目的を達成するために、本研究の方法と論文の構成を示し、各章で用いる重

要な史料について紹介する。

　1章で取り上げる佐々並市・明木市は萩・山口と三田尻を結ぶ萩往還に位置する。
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萩往還は毛利氏の参勤交代路で特に重要視された街道で、宿駅機能が重要視されたと

考えられ、宿駅機能に特化した市町であると考えられる。また、3章で取り上げる鹿

野市は三斎市が開かれたことが知られ、商業機能に特化した市町であると考えられる。

これら宿駅機能に特化した市町・商業機能に特化した市町という異なった機能を持つ

市町を題材とし、それぞれの特徴を抽出することにより、防長の市町の空間と社会を

読み解く指標を得ることができると考える。

　本論文は全 5章からなり、研究の背景、既往研究と本研究の位置づけ、研究の方法・

論文の構成・史料紹介を述べた序章に始まり、第 1章から第 3章までを本論とし、終

章で本研究の総括を行い、結論とする。

　1章では定期市が開かれず、宿駅機能に特化した佐々並市・明木市を取り上げる。

宿泊機能・運送機能・商業機能に着目しつつ、文献史料・絵図史料を用いて市町の形

成を考察し、絵図史料を用いて空間構成及び機能配置の分析を行い、空間構成と機能

の関係を明らかにする。

　本章で用いる史料のうち重要なものは、佐々並市・明木市ともに残される、宅地レ

ベルでの機能を窺える絵図史料である。

　佐々並市に残されるのは、徳山藩主毛利淡路守が徳山から萩に向かう際、宿泊の割

り振りのために作成された万延元年（1860）「毛淡路守様御来萩ニ付御宿割図」17) で

ある。往還沿いに居住者名を記し、役職・宿泊者名・宿泊人数を附箋で貼り示している。

これより宿泊機能を担った家の配置がわかり、文献史料と重ねて分析することにより、

佐々並市の空間と機能の関係が分析できる。

　明木市に残されるのは、萩藩最後の検地に伴い作成された宝暦 12年（1762）「阿武

郡明木村御蔵入畠方小村五拾九所之内六ヶ所」18) である。これは筆ごとの番号、地目、

その面積・地料・名前及び道、水路、背後の土地利用が記される。これにより、宿駅

機能を担った家の配置がわかり、さらに詳細な分析により、宿泊機能・運送機能の配

置を読み取ることができ、明木市での空間と機能について分析が可能である。

　2章では前章で取り上げた佐々並市における建築構成を町並み全体の建築構成を捉

えることができる明治期の絵図史料、寛政期の一部の町における連続平面図及び天保

期の家相図、加えて建築遺構調査の結果を用いて、通時的に町ごとに捉え、前章で検

討した結果と照らし合わせて、建築構成と機能の関係を明らかにする。明木市では町

並みの建築構成を描く史料がなく、建築遺構も残らないが、近世を通じて空間構成が

変わらない佐々並市に着目することで、宿駅機能を担った防長市町の原基的構成を知
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ることができる。

　本章で用いる史料のうち重要なものは、佐々並市全体を捉えることができる明治 19

年（1886）『明治拾九年　家屋届』19) である。土地台帳作成以前の住所である番屋敷、

居住者名、敷地内の建物名、階数、坪数、屋根材が記載され、建物の間取り兼配置図

が添付されたものである。これにより明治 19年の連続平面図を作成でき、明治 19年

の佐々並市の建築構成を把握することができる。

　また、上ノ町と中ノ町の一部を描く「佐々並御休木村源蔵所差図」20)「佐々並御休

清兵衛所差図」21) の 2 葉の差図である。作成年代は記載されないものの、周辺の山口・

小郡に巡見使来国の際に作成された寛政 4年（1792）年紀の御客屋等の差図が残され

ること、貴布袮神社に残される寛政 6年の棟札に井本清兵衛の名がみえることから、

佐々並市においても同時期に作成されたと考えられる。この差図は共に周辺の民家を

貼り合わせたもので、御客屋井本家と 2軒の民家、御客屋木村家と 3軒の民家を描い

ている。これらより寛政 4年上ノ町・中ノ町連続平面図を作成でき、寛政期の上ノ町・

中ノ町の一部の建築構成を把握することができる。

　さらに、建築遺構調査は平成 18・19 年度の山口県萩市佐々並市伝統的建造物群保

存対策調査 22) に基づき行われたもので、佐々並市の町並みを構成する伝統的建築物の

悉皆調査を実施し、来歴の聞き取り、構造形式の採取、現況平面と現況断面の採取・

実測、配置図の採取、痕跡の採取と平面図の復原を行い、佐々並市に残された伝統的

民家等 40軒の調査・寺社 3軒について調査を実施した。この調査から得られた成果

により、久年での建築構成と機能の特徴的な関係を導くことができ、さらに江戸期・

明治期の建築構成と照合することで通事的考察を行うことができる。

　3章では定期市が開かれ、商業機能に特化したと考えられる事例として鹿野市を取

り上げる。市立てに関する文献史料、町並みの計画を描いた絵図史料及び建築構成の

変遷について記される文献史料を用いて、建築構成と機能の関係及び商業機能の「市」

「町」「宿」について検討する。

　本章で用いる史料のうち重要なものは、鹿野市の移転に際して作成された町の計画

図である、天和 3年（1683）12 月 7日付「鹿野市并同町割図」23) である。街道及び

街道に直交する脇道が描かれ、北を上市として南北に街道が通り、東側に 35軒・西側

に 32軒の宅地が並ぶ。宅地には本屋・長屋・空地が記され、それぞれの間数とそれら

の合計が記される。これより、鹿野市の設定当初の建築構成を分析することができる。

　次に『重次調之』24) には鹿野市の三斎市の始まりや岩崎重次家の建築構成の変遷に
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ついて詳細に記される。これは鹿野市の移転・建設及び定期市の開催に深く関わった

岩崎重信の子孫重次により記されたものである。これにより、重次家の建築構成を分

析することにより、鹿野市の設定当初の建築構成とその変遷を分析することができる。

　終章では、各章における成果を要約し、成果から導かれた結論を示し、今後の課題

を述べて結びとしたい。
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